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③明和八年(1771)頃~I 「真{、」 |•| 「御国心J || 「漢意」
④天明元年(1781)頃~I ﾗ 「妙理」 1-1 「漢意」
「道」
-1蹴J⑤天明六年(1786) 頃~I 「真{、」
「妙理」(1物のあはれJ)
論文審査結果の要旨
本論文は、本居宣長が、自身の研究の深化によって直面することになった思想的課題に対していかに
対応したのかという視点から、宣長の思想変貌の諸相を解明し、その通時的な全体像を構築しようとし
たものである。
まず、「序論一問題の所在」では、本居宣長の思想、に関する研究史を回顧しつつ、問題史的アプロー
チの盛行や研究手法の細分化によって、今日、宣長の思想、の全体像をイメージすることが困難な状況に
あることを指摘する。その上で、本論文が、「心」の概念を軸にテキストに密着しつつ通時的に考察す
ることによって、宣長の思想、構造の特質と変遷を明らかにしようとしたものであることを論じる。
続く本論は二部構成である。三章からなる第一部では、従来その変化の相に十分な注意が払われるこ
とのなかった本居宣長の思想について、『排蓮小舟j r直霊J と、それぞれの改稿とされる『石上私淑言J
「直毘霊」などのテキストを詳しく対比しながら、「心」をキーワードにしてその変遷を明らかにしてい
く。テキストに対する精綴な読みと考察にもとづく宣長の思想、構造の変容に関する議論は、説得力があ
る。また、宣長の思想、の核心とされる「物のあはれ」の観念そのものが時期によって大きな揺らぎをみ
せており、一時期に至ってはそれが瓦解しているという指摘も重要で、ある。宣長における「歌J と「道」
の関係についても独自の見解が示されている。
二章からなる第二部は、本居宣長にとって『日本書紀』とはなんであったかという問題が、多角的に
論じられている。これまで、宣長が日本の古道を伝える書として『古事記』を重んずる一方、『日本書紀J
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はその漢文表記のゆえに軽視されたとみなされてきた。それに対し、宣長の『日本書紀』評価の基準は
単なる表記の問題ではなく、そこに古道がきちんと伝えられているか、またその伝える主体の「心J の
あり方に関心が集中していることを特色としており、たとえ漢文で書カ亙れていても「いにしへのったえ
ごと」が見出される場合は批判されていないことを指摘する。宣長と『日本書紀』の関係は、従来正面
から論じられることはほとんどなかったが、その問題について史料にもとづき綿密な論証を行った本論
文は、研究史上重要な意義を持つものである。
本論文では、綴密なテキストの読みと考証を踏まえて、独自の視座から新たな宣長の思想像と数々の
新知見が提示されている。その視座と論証に関しては、今後より精綾なものにしていく余地は残されて
いるが、本論文の成果が斯学の発展に寄与するところ大なるものであることは疑問の余地がない。よっ
て、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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